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本年度第１６回 通算１５９２回 

２０１９年１１月５日（火） 
出席報告 

会員総数 出席者数 出席率 10/15 修正出席率 

６９名 ３５名 ５６．５％ ９６．９％ 

 ゲスト：地区ロータリー財団委員会副委員長 中村公彦さん（名古屋名東ＲＣ） ビジター：（なし） 

★会長あいさつ     伊藤正幸会長 

こんにちは。朝

晩が寒くなりま

しので、体調管

理に気を付けて

頂きたいと思い

ます。 

 「明るく 元

気に 凛として 

世代を超えて赤ボタン」と言うことで、月初

めでくじ引きの席決めで、皆さんが親しくお

話をしている様子を見てて良いと思いました。 

 今月は、ロータリー財団月間と世界インタ

ーアクト週間だそうです。本日は、地区のロ

ータリー財団委員会の中村副委員長様に卓話

を頂くわけですが、3 年前にも当クラブにお

越し頂いております。 

 私たちは、会員一人当たり 150 ドル、ポリ

オの撲滅に 30 ドルの寄付をしています。約日

本円で 2 万円になります。ただ財団に寄付を

するだけではなくて、そこから補助金をもら

って、私たちが地域に奉仕をするということ

をしています。当クラブとしては、過去 5 回、

今年度が 6 回目で、補助金申請をして事業を

行っています。今年度の事業は、豊川市立金

屋小学校で「教室で森を育てよう」という環

境保全事業を行います。地域の皆さんにロー

タリーを知っていただき、公共イメージ向上

も目指しています。 

 本日の財団の資料のパンフレットの中に、

昨年度行った補助金事業が紹介されています。

お目通し手を頂きたいと思います。 

 今週末は、地区大会があります。ご登録さ

れている皆さんによろしくお願いします。 

★幹事報告       樅山修一幹事 

地区大会の出席について 

ロータリー希望の風奨学金への協力について 

★委員会報告 

親睦委員会（寺部良洋委員長） 

クリスマス家族会開催のお知らせ 

秋の行楽開催について 

★ロータリー財団担当例会 

委員長あいさつ    土井昌司委員長 

 今月がロータリー財

団月間ということで、

本日の例会を担当しま

す。 

 今日は、地区ローリ

ー財団委員会の副委員

長の中村公彦様の卓話です。「ロータリー財

団の多様性について」ということで卓話を頂

きます。 

 皆さんご存じのように、ロータリー財団は

会員一人一人の寄付から財源がなっておりま

す。 

 地区補助金をもらっての事業は、昨年が豊

川海軍工廠平和公園のイベントを開催しまし

た。その前の 3 年間は、小野さんが中心とな

って展開をしました答礼人形に関するイベン

トなどを行いました。今年が、伊藤会長肝い

りの「教室で森を育てよう」です。色々に事
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業に活用をさせてもらっています。 

 一人当たりの寄付は 150 ドルです。皆さん

には、財団事業をご理解頂いて、寄付をお願

いしたいと思います。世界の寄付総額の上位

は、1 位がアメリカ、2 位が韓国、3 位が我が

日本になります。約 580 万ドル、日本円にし

て 6 億３千万円です。これらが原資となって

色々な活動をしています。 

 また、クラブはダイナースのクラブカード

を持っていて、これで支払った金額の 0.3％

がポリオ撲滅に役立てられています。 

 今から中村様からご講演を頂きます。より

ロータリー財団の内容をご理解頂いて、今後

の寄付と活動に繋げて行って頂きたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

卓話「ロータリー財団の多様性について」 

地区Ｒ財団委員会 中村公彦氏 

本日は、ロー

タリー財団の

多様性につい

てお話をさせ

て頂きます。 

 ロータリー

財団の中での

補助金の事業

の仕組み、グローバル補助金の仕組みなどは、

毎年毎年若干ながら変わっております。地区

の様々な用途、制約事項を毎年精査しなさい

という事で、内容が少しずつ緩和されていま

す。ある意味で、ロータリー財団は多様性を

求めています。 

 昨年度の貴クラブの実績は、年次基金寄付

一人当たり 128.18 ドル、ポリオプラス基金寄

付一人当たり 30.9 ドルです。貴重なご浄財を

頂きましてありがとうございます。全世界で

の平均は一人当たり 100 ドルぐらいです。ざ

っと計算しま

すと、100 ド

ル×全世界の

ロータリアン

122 万人が、

国際ロータリ

ーの事業の 1

つの原資にな

っています。 

 ロータリー財団は、国際ロータリーに対し

て信託事業を委託した先がロータリー財団本

部です。そして、協力財団として、日本、オ

ーストラリア、ブラジル、カナダ、ドイツ、

インド、英国が、ロータリー財団本部から委

託を受けて窓口になっています。国際ロータ

リー日本事務局の理事長は、千玄室さんで、

この地区は江崎栁節パストガバナーが理事に

なられていますし、片山主水パストガバナー

は監事をされています。日本のロータリー財

団事務局も非常に大切な位置にいます。 

皆さんの寄付金は、ロータリー財団本部に

直接送金されるのではなく、ロータリー財団

日本事務局を経由し、ロータリー財団本部に

お金が送金されます。なぜ、これをやるかは、

年末調整や確定申告においての税制上の優遇

措置がとられるためです。 

ロータリー財団の補助金のお金は、疾病予

防、安全な水の提供、教育の支援、地域経済

の発展、母子の健康、平和の推進と大きく 6

つに分けますと、やはりポリオを含めた疾病

予防に対する補助金の投資が多くなっていま

す。疾病になる前に予防として、安全な水の

提供にも上位の事業になります。予防するこ

とはもちろん大切ですが、環境整備すること

も大切だという事をご理解頂きたいと思いま

す。 

ロータリー財団の歴史は、1917 年にアー

チ・クランフ会長が「世界でよいことをする」

ための基金の設置を提案し、基金への初めて

の寄付は、カンザスシティＲＣから 26 ドル

50 セントが始まりでした。ロータリー財団の

大きな流れは皆さんご存じだと思います。ま

た 1985 年ポリオプラス・プログラムが創設さ

れました。35 万人程のポリオ初症患者を減ら

そうという大きなプロジェクトで、それから

ドンドン減って、現在は 99.9％の発症を減ら

すことが出来ています。残り、もうあと一歩
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のところまで来ています。 

1988 年に世界ポリオ撲滅推進活動（ＧＰＥ

Ｉ）が開始されました。この中には、ユニセ

フ、ＷＨＯ、ＣＤＣ（アメリカ疾病予防管理

センター）、メリンダ＆ビル・ゲイツ財団、

国際ロータリーの団体がタッグを組んで活動

をしています。先日行われたＧ20 大阪サミッ

トでも、各首脳がポリオ撲滅のためにタッグ

を組もうという話をしています。これは大き

な前進になるのではないかと期待をしていま

す。 

 

ロータリー財団の財務の話を少しします。

アメリカの慈善団体評価機関でありますチャ

リティナビゲーターによると 11 年連続で最

高評価の 4 つ星を受けています。それは、全

体の資金の 92％はプログラムに使用されて、

残り 8％が管理運営費に使用されているとい

うところが評価を受けています。また運営上

の支出の全体の 4 割がポリオ対策費用です。

ポリオ根絶のために大きなお金を使っていま

す。あとはグローバル補助金、地区補助金、

ロータリー平和センターなどです。 

 

ロータリー財団のプログラムは大きく分け

て 3 つあります。①ポリオプラス・プログラ

ム ②ロータリー平和センター ③補助金プ

ログラムです。 

ポリオ根絶は、1985 年にはまだ夢物語でし

た。1988 年 350,000 人、1998 年 6,227 人、2008

年 1,651 人、

しかしながら

昨年から今年

にかけて発症

数が増えてい

ます。増加の

原因としては、

ポリオワーカーによる虚偽の報告と政府関係

者の不正があったことが分かりました。ＷＨ

Ｏ、ユニセフ、国際ロータリーによる監視体

制をさらに強化しました。今年度 96 症のポリ

オの発症が報告されています。 

ポリオワクチンを投与するポリオワーカー

は女性が多いです。一つ一つ家庭にお邪魔し

て経口ワクチンを投与しています。男性が行

ってもドアを開けてくれないので、女性が各

家庭を訪問して行っています。生ワクチンな

ので、一定の温度に保って運びます。ワクチ

ンの投与に関して、父親たちへの教育活動も

行っています。 

日本の国内でもポリオワクチンは投与され

ています。生後 54 か月までに 4 回の接種が必

要です。1 回あたり 5,000 円×4 回で、子ども

一人当たり 20,000 円。年間 184 億円の費用で

す。世界でポリオが発症している限りは、毎

年毎年これを続けなければならないです。世

界でポリオが完全に撲滅出来れば、この費用

の節約ができるわけです。 

ポリオ根絶に向けて、ＷＨＯ、ユニセフ、

ＣＤＣ・メリンダ＆ビル・ゲイツ財団、国際

ロータリー、各国の首脳たちが協力をしてタ

ッグを組んでいることを心強く思っています。

ロータリーの第一優先項目はポリオ根絶です。 

皆様からの貴重なご浄財が、このように良い

形で運用されていることをご理解いただき、

ご協力をお願いしたいと思います。ご清聴あ

りがとうございました。 

 

 

★ニコニコボックス 

 中村公彦さん 本日卓話をつとめます 

   〃    お車代を頂きました 

 伊藤正幸会長 中村様の来訪を歓迎 

 土井昌司会員 本日担当例会です 

 梅田喜嗣会員 誕生日を祝って頂き 

 細井 勉会員  〃 

 田中健司会員 事業所創業を祝って頂き 

 来山健一会員 平尾ＣＣにて優勝して 

 

 

 

 

 

 

会報担当：宇野秀幸会員・加藤雅美会員 


